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能登半島地震における被災障害者のニーズと現状 
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１．研 究 目 的 

本研究は、2023 年に発生した能登半島地震における被災障害者のニーズと支援の現状を

明らかにし、今後の災害支援策の改善に資することを目的とする。障害者は一般的な災害

支援から漏れがちであり、そのニーズに特化した支援が必要である。本研究は、以前発生

した災害の教訓を生かし、能登地震に被災した障害者が避難時に直面した問題点をまとめ、

地震発生時直後から避難所に入るまでのニーズを考察することを目的とする。  

２．研究の視点および方法 

本研究では、テキストマイニングを用いた質的研究手法を採用し、能登半島地震に被災

した障害者が避難時のニーズを明らかにするためのインタビュー調査を行った。調査対象

は、能登町の福祉施設を利用する障害者 11 名（男性 4 名、女性 6 名、教えないと答えた

者 1 名）からデータを収集した。半構造化インタビューにより収集したテキストデータを、

テキストマイニングソフトウェアを用いて分析し、頻出語句の抽出や関連性の分析を行っ

た。 

３．倫理的配慮 

本研究においては、調査対象者から事前に書面および口頭でインフォームド・コンセン

トを取得し、データの匿名性を確保した。また、インタビュー中に自由に参加を中止でき

ること、参加中止による不利益がないことを説明した。収集されたデータは研究目的以外

に使用せず、適切に管理した。なお、本報告に関連して開示すべき COI 関係にある企業等

はない。 

４．研 究 結 果 

インタビュー調査の結果、被災障害者が直面する主なニーズとして以下の点が挙げられた

（共起ネットワーク図はスライドに掲載する）：  

① ポータブル電源とガソリンの不足 : 多くの被災者が電動車椅子の充電や、医療機器の使

用に困難を抱えていた。特に停電時の電力供給の確保が重要な課題となった。

② バリアフリーの介助用具: 避難所においてバリアフリーの介助用具、特に車椅子用スロ

ープや視覚障害者用の誘導具が不足しており、これが障害者の移動や生活の質に影響

していた。

③ 個室の強い希望: プライバシー確保のために個室を希望する声が多く、これが避難所を
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利用しない理由の一つとなった。個室が確保できないため、自宅で避難生活を続けた

障害者が多く見られた。 

④ 避難所の利用率低下 : 避難所のバリアフリー設備や個室の欠如が原因で、障害者が避難

所を利用せず、自宅で水道や電気が使えない状態で避難するケースが多かった。  

５．考 察 

研究結果から、被災障害者に対する支援において、物理的な支援物資だけでなく、個々

のニーズに応じた対応が求められることが明らかになった。特に、ポータブル電源やガソ

リンの確保、バリアフリーの介助用具の供給、プライバシーを確保できる個室の設置が重

要である。また、障害者が避難所を利用しやすくするためのバリアフリー対応の強化や、

個室の確保が、今後の災害支援策において優先されるべき課題であることが示唆された。  

本研究は、テキストマイニングを用いた質的分析によって被災障害者のニーズを明らか

にし、災害時の支援策改善のための具体的な指針を提供するものである。これにより、障

害者の生活の質向上と、より包括的な災害支援が実現することが期待される。  
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